
舞 
謠 

會

令
和
二
年
二
月
九
日（
日
）　

午
前
十
時
三
十
分
始

国
立
能
樂
堂 
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梅
香
芳
し
き
好
季
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
は
、舞
謠
會
に
お
は
こ
び
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
出
演
の
皆
樣
に
、
心
よ
り
の
御
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
お
稽
古
に
お
励
み
の
皆
樣
に
は
、
そ
の
御
成
果
を
発

表
な
さ
る
場
と
し
て
、
国
立
能
楽
堂
は
格
別
な
る
思
い
が
お
あ
り

に
な
る
と
存
じ
ま
す
し
、
感
動
は
一
入
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
は
、
翁
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

翁
は
、
能
楽
に
お
い
て
最
も
格
式
を
重
ん
ず
る
曲
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御
能
も
名
曲
が
三
番
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
春
の
良
日
、
社
中
の
舞
台
を
御
観
覧
頂
き
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
二
年
二
月
九
日



－ 3 －

社
中
総
代
挨
拶
　
　
　
　
　
　
堀
田
　
正
典

　

こ
の
た
び
は
、
国
立
能
楽
堂
に
お
き
ま
し
て
、
舞
謠
會
の
発

表
会
が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
く
、
皆
樣
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
岡
久
太
郎
先
生
の
日
々
の
御
指
導
に
深
く
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
芸
術
に
し
て
、
六
百
有
余
年
の
歴
史
を
持
つ
こ

の
能
楽
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

発
表
会
に
あ
た
り
、
皆
様
の
日
々
の
精
進
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
舞
謠
會
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
二
月
九
日
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梅
若

　雅
一

梅
若

　修
一

能

高

　
　砂

ワ
キ

　福
王

　和
幸

ワ
キ
ツ
レ

　村
瀬

　
　提

ワ
キ
ツ
レ

　矢
野

　昌
平

ア
イ

　小
笠
原
弘
晃 頭

取

　古
賀

　裕
己

　笛 

　藤
田

　貴
寛

手
先

　清
水

　和
音

大
鼓

　大
倉
正
之
助

脇
鼓

　田
邊

　恭
資

 

太
鼓

　小
寺
真
佐
人

シ
テ

　松
原
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ツ
レ

　橋
岡
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明

後
見

泉

　
　慎
也

山
下
浩
一
郎

三
番
三
後
見

 

小
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小
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原
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橋
岡
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三
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歳

　

 

面
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地
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岡
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一

荒
木
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独
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高

　
　砂

佐
野

　忠
信

翁

　
　
　

令
和
二
年
二
月
九
日（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
始

国
立
能
樂
堂

 

番
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12:00

斎
藤

　和
則

岩
﨑

　哲
也

坪
内

　路
之
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羽

　
　衣

舞
囃
子

小
谷
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大
鼓
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倉
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太
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小
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橋
岡
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梅
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橋
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郎

梅
若

　修
一

太
鼓

　小
寺
真
佐
人

独
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井

　
筒

堀
田

　正
典

巴

　

　

独

　謠

江
原

　現
子

14:25 13:40
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鶴

　
　亀

舞
囃
子

齋
藤

　初
美

大
鼓

　大
倉
栄
太
郎

小
鼓

　田
邊

　恭
資

 

笛

　
　藤
田

　貴
寛

太
鼓 

　大
川

　典
良

地
謡

橋
岡

　伸
明

山
中　

　晶

梅
若

　雅
一

橋
岡
久
太
郎

岡
田

　晃
一

楊 

貴 

妃

独

　謠

融

　
　
　

星

　
　郁
雄

橋
岡

　信
明

梅
若

　雅
一

能

ワ
キ

　福
王

　和
幸

大
鼓

　白
坂

　信
行

小
鼓

　古
賀

　裕
己

 

笛 

　藤
田

　貴
寛

シ
テ

　野
池

　尚
美

後
見

地
謡

岩
﨑

　哲
也

宮
内

　美
樹

坪
内

　路
之

山
中　

　晶

梅
若

　修
一

岡
田

　晃
一

16:45 15:00

ア
イ

　小
笠
原

　匡
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独

　吟

素

　謠

勧 

進 

帳

安 
達 
原

小
谷
田

　宏

 

坪
内

　路
之

山
中　

　晶

 
橋
岡

　伸
明

能

ワ
キ

　福
王

　和
幸

太
鼓

　白
坂

　信
行

小
鼓

　田
邊

　恭
資

 

笛 

　松
田

　弘
之

太
鼓

　大
川

　典
良

シ
テ

　寺
田

　俊
也

後
見

地
謡

江
本

　知
正

安
達

　修
子

小
寺

　律
子

岩
﨑

　哲
也

荒
木

　
　亮

宮
内

　美
樹

17:40

猩
　
　
々

シ
テ

　田
中

　
　茂

19:00 17:30

（
終
演
予
定
午
後
七
時
二
十
分
）

ワ
キ

　堀
田

　正
典 ワ

キ
ツ
レ

　村
瀬

　
　慧

ア
イ

　小
笠
原

　匡
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本
日
は
、
橋
岡
久
太
郎
先
生
の
格
別
な
る
お
許
し
に
よ
り
、

翁
を
披
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

翁
に
続
き
、
能
「
高
砂
」
も
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

翁
付
キ
高
砂
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
の
舞
台
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
ま
で
に
「
金
札
」「
高
砂
」「
土
蜘
蛛
」「
舟
瓣
慶
」「
道
成
寺
」

「
羽
衣
」「
田
村
」「
融
」「
鉢
木
」等
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
翁
」
も
「
高
砂
」
も
、
最
も
勤
め
た
か
っ
た
能
で
す
。

　

橋
岡
久
太
郎
先
生
の
丁
寧
な
お
稽
古
に
毎
回
恐
縮
い
た
し
な

が
ら
も
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

橋
岡
先
生
は
も
と
よ
り
、
お
相
手
く
だ
さ
る
梅
若
先
生
、
岡

田
先
生
は
じ
め
当
代
一
流
の
先
生
方
に
も
感
謝
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

翁
付
能

高　

砂　
　

松
原　
　

章

　

今
回
は
、
楊
貴
妃
を
舞
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
の
春
、
橋
岡
久
太
郎
先
生
の
お
舞
台
を
拝
見
し

ま
し
た
思
い
出
の
楊
貴
妃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

幽
玄
の
世
界
を
垣
間
見
て
、
そ
の
美
し
さ
に
感
激
し
楊
貴
妃

の
切
な
さ
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　

白
楽
天
の
長
恨
歌
の
一
節
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
比
翼
の
鳥
、

連
理
の
枝
」
な
ど
美
し
い
語
句
が
至
る
と
こ
ろ
に
散
り
ば
め
ら

れ
て
お
り
、
お
謠
の
お
稽
古
は
愉
し
み
な
時
間
で
し
た
。
前
回

の
舞
謠
会
か
ら
一
年
と
、
時
の
経
つ
の
が
速
く
先
生
は
お
稽
古

の
進
み
具
合
に
気
を
も
ま

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
や
か
で
過

ご
せ
た
感
謝
の
気
持
ち
で

勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

能楊

貴

妃　
　

野
池　

尚
美
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橋
岡
久
太
郎
家
の
御
先
代
、
久
馬
先
生
の
お
舞
台
か
ら
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
測
り
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
つ
が
佐

倉
城
薪
能
で
の
「
安
達
原
」
で
し
た
。
こ
の
曲
は
安
達
原
の
鬼

婆
の
お
話
と
し
て
大
変
有
名
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
、
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
事
実
、
能
と
し
て
の
公
演
も
非
常
に
多
く
、

見
る
機
会
の
多
い
演
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

久
馬
先
生
の
「
安
達
原
」
は
、
様
々
の
点
で
目
を
瞠
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
作
り
物（
彼
女
の
閨
）の
扉
の
開
け
閉
め
、

途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
閨
へ
の
思
い
な
ど
、
前
シ
テ
の
演
技
が

一
つ
一
つ
丁
寧
で
、
主
人
公
の
女
の
ど
こ
と
な
く
怪
し
げ
な
様

子
、
草
深
い
野
中
で
独
り
身
を
託
つ
寂
寥
感
、
そ
し
て
夜
寒
を

厭
う
秋
の
風
情
が
舞
台
に
満
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
味
わ
い
深
い
「
安
達
原
」
は
、
そ
れ
以
前
も
そ
れ
以
降
も
拝

見
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
幸
運
に
も
こ
の
「
安
達
原
」
を
演
じ
さ
せ
て
い
た
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
鬼
の
能
は
18
年
前
の
「
道
成
寺
」
以
来

と
な
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
主

人
公
の
底
知
れ
ぬ
悲
し
み
や
作
品
の
情
緒
を
幾
ば
く
か
で
も
出

せ
れ
ば
、
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
能
の
伝

統
を
受
け
継
が
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
橋
岡
久
太

郎
家
の
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

能安

達

原　
　

寺
田　

俊
也

　

橋
岡
先
生
の
優
し
く
真
摯
な
ご
指
導
の
も

と
に
、
こ
の
度
は
「
羽
衣
」
を
舞
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
「
羽
衣
伝
説
」
と
し
て
名
高
い
こ
の
名
曲
を
演
じ
る
に
あ
た
り
、

緊
張
と
共
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

漁
師
の
白
龍
は
天
女
に
羽
衣
を
返
す
こ
と
を
た
め
ら
い
ま
す

が
、
天
女
は
「
疑
い
は
人
間
に
あ
り
。
天
に
偽
り
な
き
も
の
を
」

と
嘆
き
ま
す
。
そ
し
て
、
天
女
は
羽
衣
を
ま
と
い
、
美
し
い
情

景
の
中
を
麗
し
く
舞
い
な
が
ら
、
や
が
て
天
上
へ
消
え
て
い
く

と
い
う
夢
の
よ
う
な
物
語
で
す
。

　

あ
で
や
か
な
曲
調
に
彩
ら
れ
た
謡
に
合
わ
せ
、「
羽
衣
」
の
魅

力
を
少
し
で
も
表
現
で
き
る
よ
う
に
心
を
込
め
て
舞
い
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

舞
囃
子

羽　

衣　
　

小
谷
田
香
代
子
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「
鶴
亀
」
で
お
舞
台
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
の

は
二
回
目
で
す
。
入
門
後
四
ヶ
月
で
初
舞
台
を

仕
舞
で
、
こ
の
度
は
楽
を
舞
い
ま
す
。

　
「
鶴
亀
」
は
能
楽
を
習
う
人
が
最
初
に
稽
古
す
る
入
門
曲
と
ご

教
示
頂
き
ま
し
た
が
、
基
本
だ
か
ら
こ
そ
な
の
か
、
い
つ
も
大

変
難
し
い
曲
と
感
じ
ま
す
。
楽
は
、
シ
テ
が
め
で
た
さ
を
感
じ

さ
せ
る
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
舞
を
披
露
す
る
部
分
で
す
。

　

橋
岡
久
太
郎
先
生
の
優
し
く
ご
丁
寧
な
ご
指
導
に
感
謝
申
し

上
げ
、
楽
し
ん
で
舞
え
る
よ
う
勤
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

舞
囃
子

鶴　

亀　
　

齋
藤　

初
美

　

橋
岡
先
生
と
の
出
逢
い
か
ら
12
年
余
。
９
回
目
の
舞

台
と
な
り
ま
す
。
私
は
今
年
７
回
目
の
干
支
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
こ

れ
偏ひ
と
えに
橋
岡
先
生
の
暖
か
い
ご
指
導
と
励
ま
し
た
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　

日
本
伝
統
の
お
能
に
携
わ
り
、
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
異
彩
を
放
つ
女
武
者
の
武
勇
伝
。

　

木
曾
義
仲
を
慕
い
つ
づ
け
、
献
身
的
な
愛
に
生
き
た
美
し
い
“
巴
”。
戦
死

し
た
場
所
に
祀
ら
れ
た
義
仲
の
祠
を
守
り
仕
え
る
一
途
な
女
の
優
し
さ
と
悲

し
い
静
か
な
場
面
を
謠
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
愛
あ
れ
ば
こ
そ
の
女
武
者
、

心
根
に
お
仕
え
出
来
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

独
　
謠

巴　

　

　
　

江
原　

現
子

　

謡
を
習
い
始
め
て
七
年
。

　

五
曲
目
と
な
る
「
高
砂
」
を
謡
い
ま
す
。

　

世
阿
弥
と
い
う
巨
人
に
改
め
て
感
激
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
も
の
事
を
大
き
く
広
く
捉
え
て
、
心
深
く
審
ら
か
に
す
る
。
人
間
性

豊
か
な
偉
人
で
し
か
な
し
得
な
い
業
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
も
橋
岡
先
生
の

ご
指
導
よ
り
久
々
に
国
立
能
楽
堂
で
謡
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

橋
岡
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

独
　
謠

高　

砂　
　

佐
野　

忠
信
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能
楽
堂
で
の
お
謠
い
は
今
回
で
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
猩
々
」「
吉
野
天
人
」「
巴
」「
楊
貴
妃
」
に
続
き
、

今
回
は
「
井
筒
」
を
謠
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

　

月
に
一
度
の
橋
岡
先
生
の
御
指
導
の
も
と
、
こ
の
発
表
会
を
目
標
に
練
習

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
井
筒
の
女

と
言
わ
れ
た
紀
有
常
の
娘
の
業
平
を
思
う
心
、「
人
待
つ
女
は　

永
遠
の
恋
の

夢
の
中
に
存
在
し
続
け
る
」
と
言
う
世
阿
弥
の
名
作
の
心
に
、
幾
ば
く
で
も

ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。

独
　
謠

井　

筒　
　

堀
田　

正
典

　

橋
岡
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
、「
安
宅
」
を
謠
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
義
経
記
」
を
題
材
と
す
る
「
安
宅
」
は
、
現
在
能
の

代
表
作
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
後
世
の
様
々
な
芸
能
そ

の
他
に
影
響
を
与
え
、
特
に
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
と
し
て
君
臨
し
て
い
ま

す
。

　

奥
州
平
泉
へ
逃
れ
る
義
経
一
行
が
、
安
宅
の
関
で
関
守
富
樫
某
に
と
が
め

ら
れ
、
弁
慶
が
勧
進
帳
を
読
ん
で
窮
地
を
脱
す
る
名
場
面
は
、
あ
ま
り
に
も

有
名
で
知
ら
ぬ
人
と
て
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
義
経
と
弁
慶
の
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
主
従
関
係
・
信
頼
関

係
は
、
潔
い
日
本
人
の
根
本
精
神
に
例
え
ら
れ
る
侵
さ
ざ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

堂
々
た
る
弁
慶
が
吟
ず
る
朗
々
た
る
謠
を
、
い
さ
さ
か
で
も
再
現
で
き
る

よ
う
に
、
気
持
ち
を
集
中
し
魂
を
込
め
て
勤
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

独
　
吟

勧

進

帳　
　

小
谷
田　

宏

　

誠
に
早
い
も
の
で
、
国
立
で
の
お
舞
台
も
四
度
目
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
は
世
阿
弥
の
名
曲
「
融
」
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
橋
岡
先
生
の
お
稽
古
に
よ
り
、
今
日
を
迎
え
る
事
が
出
来
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
に
渉
り
恐
縮
な
が
ら
、
こ
の
曲
の
歌
枕

で
あ
る
塩
釜
は
、以
前
宮
城
県
に
住
み
し
時
、何
度
と
な
く
訪
れ
た
場
所
で
す
。

又
、
大
阪
に
勤
務
の
際
に
は
会
社
の
近
く
に
源
融
ゆ
か
り
の
太
融
寺
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
も
ま
た
、
あ
り
が
た
き
ご
縁
か
と
存
じ
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

独
　
謠

融　

　

　
　

星　
　

郁
雄

　

猩
々
を
堀
田
正
典
樣
と
謠
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
猩
々
は
、「
堀
田
邸
で
お
殿
樣
と
謠
う
會
」
と
云

う
会
で
何
回
か
練
習
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
堀
田
邸

で
謠
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
縁
で
、
橋
岡
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
記
念
の
謡

で
す
。

　

月
一
回
の
お
稽
古
で
は
、な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
、発
表
会
の
日
程
が
決
ま
っ

て
か
ら
あ
わ
て
て
練
習
し
た
次
第
で
す
。

　

当
日
は
、
堀
田
樣
に
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
出
来
る
か
不
安
で
す
。

　

国
立
能
楽
堂
で
の
二
度
目
の
舞
台
に
な
り
ま
す
こ
と
、
橋
岡
先
生
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

独
　
謠

猩　

　々
　

田
中　
　

茂



ウエスト
タワー

立体交差立体交差
至八千代

ユーカリが丘駅

国道 296号 至成田至八千代 国道 296号 至成田
●みずほ銀行

イーストタワー
２Ｆ
イーストタワー
２Ｆ

入口

サウス
タワー

イオン

●駐車場がございませんのでお車でのご来場はご遠慮ください。

交通の御案内（JR・千駄ヶ谷駅下車　徒歩５分）

●J　　R　（中央線）新宿－代々木－千駄ヶ谷－信濃町－四ツ谷

●都バス　81原宿－千駄ヶ谷八幡－千駄ヶ谷駅前－国立競技場－四ツ谷三－早大正門

　　　　　77目黒－西麻布－北青山三－神宮前二－明治公園－千駄ヶ谷駅前

早

黒

国立能楽堂
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷４の 18の１　電話（3423）1331㈹

舞　謠　會
〒285-0858　佐倉市ユーカリが丘４丁目 1番
　　　　　　　スカイプラザ・イーストタワー 3101　電話 043（463）0840

橋岡會事務所内

イオン・ユーカリが丘イーストタワー２Ｆ
顔・はだ・皮フに
関する健康相談

院長　野池尚美/（社）日本皮膚科学会（認定）皮膚科専門医

野池皮フ科
（043）463-0072

佐倉市ユーカリが丘４－１　イーストタワー2Ｆ
●受付時間 /午前８:45 ～ 11:30　午後１:45 ～５:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後は予約制
●休 診 日/水曜・日曜・祝日・土曜午後


